
 

 

 

 

 

 

 

                      
２年生での大岡の時間（生活科）の話をし

ていると、昨年の２年生が商店街探検をして

いることを思い出し、「私たちも、弘明寺商店

街を探検したい。」という声が上がりました。 

そこで、実際に子どもたちは、弘明寺商店街

に行き、店の看板や様子などを見たり、店の

人に声をかけてもらったりする中で、「お店の

ことを知ったり、お店の人と仲良くなりた

い。」という思いが高まり、商店街探検をする

ことになりました。 

自分が気になる店に行き、「これは何です

か。」や「お店で売っている物は、誰が作って

いるのですか。」など、店のことに興味をもっ

て探検をしている姿が見られました。また、

「今日は、お店の〇〇さんと話をしたよ。」 

「名刺ももらっちゃった。」と嬉しそうに話す

姿も見られました。 

子どもたちは、繰り返し店に通い、店の人

と話していく中で、店の工夫や人のよさを見

つけだし、それに「お店のすてき見つけ」と

名前をつけ、探検へ行きました。そして、た

くさんの「すてき」を見つけてくるようにな

りました。「I さんは、とっても優しくてね、

着物のことや家紋のことをいつも教えてく

れるんだよ。」「私の家の家紋も調べてくれ

た。」「元気パンの店員さんは、いつもにこに

こしていて、来ているお客さんも笑顔だよ。」

「あしなのお弁当は、店長さんの手作りなん

だよ。凄いよね。」など、商店街の人のよさ

にも触れることができました。 

 商店街の「すてき」をたくさん見つけた子

どもたちは、お世話になった商店街の人たち

へ、自分たちの学びを伝えようと、今、活動

をしています。 


